
臨床腫瘍科

１）研修スケジュール

形成的評価のための項目 研修前
研修
終了時

指導医
記入欄

１． がんに対する標準治療を計画できる。

２． 化学療法の副作用対策を説明できる。

３． がん疼痛に対する治療薬の選択・処方ができる。

４． がんによる呼吸困難感への対応ができる。

５． がん治療における在宅医療への移行の調整ができる。

６． がん性胸腹水に対する体腔穿刺ができる。

7. 医学論文を抄読できる。

a=十分できる b=できる c=要努力 (3段階評価) / ?=評価不能

３）経験できる疾患や手技

２）臨床腫瘍科における形成的評価のための項目

経験できる疾患
・胃がん
・大腸がん
・GIST
・原発不明がん
・軟部肉腫

経験できる手技
・リザーバー留置
・CART（腹水濾過濃縮再静注法)
・胸部/腹部超音波検査
・胸腔穿刺、腹腔穿刺
・ドレーン留置
・縫合、結紮など基本的外科手技

9 :0 0 1 0 :0 0 1 1 :0 0 1 2 :0 0 1 3 :0 0 1 4 :0 0 1 5 :0 0 1 6 :0 0 1 7 :0 0 1 8 :0 0

月 休憩

火 教授回診 休憩

水 休憩 がんゲノ ム

カンファレンス

木 休憩

金 休憩

病棟業務・ 外来実習には適宜、 指導、 悪性腫瘍についての講義を含む

病棟業務・ 外来実習

病棟業務・ 外来実習

緩和回診

病棟業務

病棟業務

病棟業務

病棟業務 病棟業務

病棟業務・ 外来実習 緩和回診 病棟業務

病棟・ 外来 消化管カンファ

緩和回診病棟業務・ 外来実習



臨床腫瘍科

６）自由記載欄（研修について要望などがあれば記載してください。）

５）事前アンケート

1．以下のものから特に興味のあるものを選んでください（複数選択可)
a.がん薬物療法 b. 緩和ケア c. 在宅医療

2．他科学会参加・発表や当直予定、特別休暇（夏休みを含む）など事前に
わかっている予定があれば、教えてください。

４）推薦書籍（毎年、がん薬物療法のガイドラインは改定されます）

研修医氏名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

7）研修終了時、指導医との振り返り（必ず記載し指導医がセンターに提出）

できるようになったと思うこと（研修医記載） 不十分だったと思うこと（研修医記載）

できていると思うこと（指導医記載） 今後頑張ってほしいこと（指導医記載）

今後具体的にどんなことに注意して研修をしたいか ～次へのアクションプラン（研修医記載）

指導医氏名（押印可） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

難易度★
とりあえず、この４冊あれば、実臨床では困らない。


